
(57)【要約】

【課題】走行中のロードノイズを低減させる空気入りタ

イヤを提供する。

【解決手段】トレッド部２と、該トレッド部２の両側か

らタイヤ半径方向内方にのびる一対のサイドウォール部

３と、各サイドウォール部３の内方に設けられたビード

部４とを有する空気入りタイヤ１である。タイヤ内腔ｉ

に面する内腔面９に、タイヤ内腔ｉに突出しかつ放射状

にのびる突条１０がタイヤ周方向に隔設される。突条１

０は、少なくとも一方のタイヤ最大幅位置Ｍから前記ト

レッド部２を経て他方のタイヤ最大幅位置Ｍまでのびる

。突条１０の突出高さが１．５mmよりも大、突出幅が１

．０mmよりも大、しかも突条のタイヤ周方向の隔設ピッ

チが３．０mmよりも大かつ１０．０mmよりも小である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ト レ ッ ド 部 と 、 該 ト レ ッ ド 部 の 両 側 か ら タ イ ヤ 半 径 方 向 内 方 に の び る 一 対 の サ イ ド ウ ォ
ー ル 部 と 、 各 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 内 方 に 設 け ら れ た ビ ー ド 部 と を 有 す る 空 気 入 り タ イ ヤ で
あ っ て 、
　 タ イ ヤ 内 腔 に 面 す る 内 腔 面 に 、 前 記 タ イ ヤ 内 腔 に 突 出 し か つ 放 射 状 に の び る 突 条 が タ イ
ヤ 周 方 向 に 隔 設 さ れ 、
　 前 記 突 条 は 、 少 な く と も 一 方 の タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 か ら 前 記 ト レ ッ ド 部 を 経 て 他 方 の タ イ
ヤ 最 大 幅 位 置 ま で の び る と と も に 、
　 前 記 突 条 の 突 出 高 さ が １ ． ５ mmよ り も 大 か つ ６ ． ０ mmよ り も 小 、 突 出 幅 が １ ． ０ mmよ り
も 大 か つ ３ ． ０ mmよ り も 小 、 し か も 突 条 の タ イ ヤ 周 方 向 の 隔 設 ピ ッ チ が ３ ． ０ mmよ り も 大
か つ １ ０ ． ０ mmよ り も 小 で あ る こ と を 特 徴 と す る 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 突 条 は 、 前 記 突 出 高 さ ｈ と 突 出 幅 ｗ と の 比 （ ｈ ／ ｗ ） が １ ． ０ よ り も 大 で あ る 請 求
項 １ 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 突 条 は 、 前 記 隔 設 ピ ッ チ が タ イ ヤ 周 方 向 で 変 化 す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 空 気 入 り
タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 突 条 は 、 第 １ の 突 条 と 、 こ の 第 １ の 突 条 と は 突 出 高 さ 又 は 突 出 幅 の 少 な く と も 一 つ
が 異 な る 第 ２ の 突 条 と を 少 な く と も 含 む 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 空 気 入 り タ イ
ヤ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 突 条 は 、 前 記 突 出 高 さ が 増 減 を 繰 り 返 し な が ら 放 射 状 に の び る 第 ３ の 突 条 を 含 む 請
求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 し 、 詳 し く は 走 行 中 の ロ ー ド ノ イ ズ を 低 減 し う る 空 気 入
り タ イ ヤ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 空 気 入 り タ イ ヤ に よ り 生 じ る 騒 音 に は 様 々 な も の が あ る 。 例 え ば 高 速 道 路 を 走 行 中 に 路
面 の 継 ぎ 目 等 を 乗 り 越 え た 際 に 「 パ カ ー ン 」 と い う 比 較 的 大 き な 音 が 車 室 内 で 聴 取 さ れ る
こ と が あ る 。 ま た 荒 れ た 路 面 を 走 行 し た 場 合 、 「 ゴ ー 」 と い う 比 較 的 大 き な 音 が 車 室 内 で
聴 取 さ れ る こ と が あ る 。 こ れ ら の ロ ー ド ノ イ ズ は 、 い ず れ も 空 気 入 り タ イ ヤ と リ ム と が 囲
む タ イ ヤ 内 腔 の 空 気 が 、 路 面 か ら の 入 力 さ れ た 振 動 と 共 鳴 （ 空 洞 共 鳴 ） す る こ と で 発 生 す
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な ロ ー ド ノ イ ズ を 低 減 す る た め に 、 タ イ ヤ の サ イ ド ウ ォ ー ル 部 を 柔 軟 化 す る 方
法 や 、 ベ ル ト 層 及 び ／ 又 は バ ン ド 層 の コ ー ド 材 料 等 を 調 節 し て ト レ ッ ド 部 の 剛 性 を 最 適 化
す る 方 法 な ど が 提 案 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 方 法 は 、 い ず れ も 未 だ 十 分 な 効
果 を 発 揮 し て い な い の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 本 件 出 願 人 は 、 タ イ ヤ 内 腔 で の 空 気 の 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る た め に 、 リ ム 又
は 空 気 入 り タ イ ヤ の 内 腔 面 に 、 タ イ ヤ 周 方 向 に の び る ス ポ ン ジ 材 を 固 着 す る こ と を 提 案 し
て い る （ 例 え ば 下 記 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ４ ８ ４ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ で は 、 タ イ ヤ 内 腔 内 の 空 気 の 振 動 エ ネ ル ギ ー が ス ポ ン ジ 材 に よ っ て 直 接
吸 収 さ れ る た め 、 非 常 に 優 れ た 空 洞 共 鳴 抑 制 効 果 が 発 揮 さ れ る 。 し か し 、 空 気 入 り タ イ ヤ
を 加 硫 成 形 し た 後 、 そ の 内 腔 面 に 別 途 、 ス ポ ン ジ 材 を 接 着 等 す る 必 要 が あ る の で 、 生 産 性
の 面 に お い て 改 善 の 余 地 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 実 情 に 鑑 み 案 出 な さ れ た も の で 、 タ イ ヤ 内 腔 に 面 す る 内 腔 面 に
、 タ イ ヤ 内 腔 に 突 出 し か つ 放 射 状 に の び る 突 条 を タ イ ヤ 周 方 向 に 隔 設 す る と と も に 、 前 記
突 条 の 断 面 寸 法 等 を 限 定 す る こ と を 基 本 と し て 、 タ イ ヤ 内 腔 で の 空 洞 共 鳴 を 抑 制 し ひ い て
は ロ ー ド ノ イ ズ を 低 減 し う る 空 気 入 り タ イ ヤ を 提 供 す る こ と を 主 た る 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の う ち 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 ト レ ッ ド 部 と 、 該 ト レ ッ ド 部 の 両 側 か ら タ イ ヤ 半
径 方 向 内 方 に の び る 一 対 の サ イ ド ウ ォ ー ル 部 と 、 各 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 内 方 に 設 け ら れ た
ビ ー ド 部 と を 有 す る 空 気 入 り タ イ ヤ で あ っ て 、 タ イ ヤ 内 腔 に 面 す る 内 腔 面 に 、 前 記 タ イ ヤ
内 腔 に 突 出 し か つ 放 射 状 に の び る 突 条 が タ イ ヤ 周 方 向 に 隔 設 さ れ 、 前 記 突 条 は 、 少 な く と
も 一 方 の タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 か ら 前 記 ト レ ッ ド 部 を 経 て 他 方 の タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 ま で の び る
と と も に 、 前 記 突 条 の 突 出 高 さ が １ ． ５ mmよ り も 大 か つ ６ ． ０ mmよ り も 小 、 突 出 幅 が １ ．
０ mmよ り も 大 か つ ３ ． ０ mmよ り も 小 、 し か も 突 条 の タ イ ヤ 周 方 向 の 隔 設 ピ ッ チ が ３ ． ０ mm
よ り も 大 か つ １ ０ ． ０ mmよ り も 小 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 突 条 は 、 前 記 突 出 高 さ ｈ と 突 出 幅 ｗ と の 比 （ ｈ ／ ｗ ）
が １ ． ０ よ り も 大 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 突 条 は 、 前 記 隔 設 ピ ッ チ が タ イ ヤ 周 方 向 で 変 化 す る 請
求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 突 条 は 、 第 １ の 突 条 と 、 こ の 第 １ の 突 条 と は 突 出 高 さ
又 は 突 出 幅 の 少 な く と も 一 つ が 異 な る 第 ２ の 突 条 と を 少 な く と も 含 む 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い
ず れ か に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 突 条 は 、 前 記 突 出 高 さ が 増 減 を 繰 り 返 し な が ら 放 射 状
に の び る 第 ３ の 突 条 を 含 む 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 前 記 「 タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 」 と は 、 タ イ ヤ を 正 規 リ ム に リ ム 組 み し か つ 正 規 内 圧
を 充 填 し た 無 負 荷 の 正 規 状 態 に お い て 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 中 で 最 も タ イ ヤ 軸 方 向 外 側 に
張 り 出 し た 位 置 と す る 。 ま た 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 外 面 に 文 字 や 標 章 、 リ ム プ ロ テ ク タ ー
等 が 設 け ら れ て い る 場 合 に は 、 こ れ ら を 除 外 し て 前 記 タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 が 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 正 規 リ ム と は 、 タ イ ヤ が 基 づ い て い る 規 格 を 含 む 規 格 体 系 に お い て 、 当 該 規
格 が タ イ ヤ 毎 に 定 め る リ ム で あ り 、 例 え ば Ｊ Ａ Ｔ Ｍ Ａ で あ れ ば 標 準 リ ム 、 Ｔ Ｒ Ａ で あ れ ば
 "Design Rim" 、 Ｅ Ｔ Ｒ Ｔ Ｏ で あ れ ば  "Measuring Rim"と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 「 正 規 内 圧 」 と は 、 タ イ ヤ が 基 づ い て い る 規 格 を 含 む 規 格 体 系 に お い て 、 各 規 格
が タ イ ヤ 毎 に 定 め て い る 空 気 圧 で あ り 、 Ｊ Ａ Ｔ Ｍ Ａ で あ れ ば 最 高 空 気 圧 、 Ｔ Ｒ Ａ で あ れ ば
表  "TIRE LOAD LIMITS AT VARIOUS COLD INFLATION PRESSURES" に 記 載 の 最 大 値 、 Ｅ Ｔ Ｒ
Ｔ Ｏ で あ れ ば  "INFLATION PRESSURE" と す る が 、 タ イ ヤ が 乗 用 車 用 で あ る 場 合 に は １ ８ ０
ｋ Ｐ ａ と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 そ の 内 腔 面 に 、 タ イ ヤ 内 腔 に 突 出 し か つ 放 射 状 に の び る 突
条 が タ イ ヤ 周 方 向 に 隔 設 さ れ る 。 そ し て 、 突 条 は 、 少 な く と も 一 方 の タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 か
ら 前 記 ト レ ッ ド 部 を 経 て 他 方 の タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 ま で の び る と と も に 、 そ の 突 出 高 さ 、 突
出 幅 及 び タ イ ヤ 周 方 向 の 隔 設 ピ ッ チ が 一 定 の 範 囲 に 限 定 さ れ て い る 。 こ の よ う な 突 条 は 、
タ イ ヤ 内 腔 の 空 気 の 流 れ を 攪 乱 し 、 共 鳴 振 動 を 妨 げ 得 る 。 従 っ て 、 ロ ー ド ノ イ ズ を 低 減 さ
せ 得 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
　 図 １ に は 、 本 実 施 形 態 の 空 気 入 り タ イ ヤ １ の 正 規 状 態 の 右 半 分 断 面 図 が 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 空 気 入 り タ イ ヤ １ は 、 ト レ ッ ド 部 ２ と 、 そ の 両 端 部 か ら タ イ ヤ 半 径 方 向 内 方 に の び る 一
対 の サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ３ と 、 さ ら に そ の 内 方 端 に 設 け ら れ か つ ビ ー ド コ ア ５ が 埋 設 さ れ た
一 対 の ビ ー ド 部 ４ と を 有 す る 。 こ の 実 施 形 態 に お い て 、 空 気 入 り タ イ ヤ １ は 、 タ イ ヤ 内 腔
ｉ を 向 く 内 腔 面 ９ が 空 気 低 透 過 性 の イ ン ナ ー ラ イ ナ ー ゴ ム １ １ で 覆 わ れ た チ ュ ー ブ レ ス タ
イ プ か つ 乗 用 車 用 の も の が 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 空 気 入 り タ イ ヤ １ は 、 少 な く と も ラ ジ ア ル 構 造 の カ ー カ ス ６ と 、 そ の タ イ ヤ 半 径 方
向 外 側 か つ ト レ ッ ド 部 ２ の 内 部 に 配 さ れ た ベ ル ト 層 ７ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 カ ー カ ス ６ は 、 例 え ば 有 機 繊 維 コ ー ド が 用 い ら れ た １ な い し 複 数 枚 、 こ の 例 で は １
枚 の カ ー カ ス プ ラ イ ６ Ａ で 構 成 さ れ る 。 該 カ ー カ ス プ ラ イ ６ Ａ は 、 例 え ば ビ ー ド コ ア ５ 、
５ 間 を ト ロ イ ド 状 に 跨 っ て の び て い る 本 体 部 ６ ａ と 、 そ の 両 側 に 連 な り か つ ビ ー ド コ ア ５
の 周 り を タ イ ヤ 軸 方 向 内 側 か ら 外 側 に 折 り 返 さ れ た 折 返 し 部 ６ ｂ と を 含 む 。 こ の 本 体 部 ６
ａ と 折 返 し 部 ６ ｂ と の 間 に は 、 ビ ー ド コ ア ５ か ら タ イ ヤ 半 径 方 向 外 側 に テ ー パ 状 で の び る
ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 前 記 ベ ル ト 層 ７ は 、 本 例 で は タ イ ヤ 半 径 方 向 で 重 ね ら れ た 内 、 外 ２ 枚 の ベ ル ト プ ラ
イ ７ Ａ 、 ７ Ｂ に よ り 構 成 さ れ る 。 各 ベ ル ト プ ラ イ ７ Ａ 、 ７ Ｂ は 、 ス チ ー ル コ ー ド を タ イ ヤ
赤 道 Ｃ に 対 し て 例 え ば １ ０ ～ ３ ０ ° 程 度 の 角 度 で 傾 け か つ そ れ ら が 互 い に 交 差 す る 向 き に
重 ね ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 空 気 入 り タ イ ヤ １ の 内 部 構 造 な ど は 、 必 要 に 応 じ て 又 タ イ ヤ の カ テ ゴ リ 等 に 基 づ
い て 適 宜 変 更 さ れ 得 る の は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ に は 空 気 入 り タ イ ヤ １ の 内 腔 面 ９ 側 か ら 見 た 部 分 斜 視 図 が 、 図 ３ に は そ の Ａ － Ａ 部
分 断 面 図 が そ れ ぞ れ 示 さ れ る 。 空 気 入 り タ イ ヤ １ の 内 腔 面 ９ に は 、 タ イ ヤ 内 腔 ｉ に 突 出 し
か つ 放 射 状 に の び る 突 条 １ ０ が タ イ ヤ 周 方 向 に 複 数 本 隔 設 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 こ の
突 条 １ ０ は 、 前 記 イ ン ナ ー ラ イ ナ ー ゴ ム １ １ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 突 条 １ ０ は 、 内 腔 面 ９ を タ イ ヤ 周 方 向 に 凹 凸 化 し 、 タ イ ヤ 内 腔 ｉ の 空 気 の 振 動 を 乱
反 射 さ せ て 攪 乱 し 、 定 常 波 の 発 生 を 抑 制 す る 。 こ れ に よ り 、 空 洞 共 鳴 を 抑 制 し 、 ロ ー ド ノ
イ ズ を 低 減 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 突 条 １ ０ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 少 な く と も 一 方 の タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 Ｍ か ら 前
記 ト レ ッ ド 部 ２ を 経 て 他 方 の タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 Ｍ ま で の び る こ と が 必 要 で あ る 。 こ の よ う
に 、 突 条 １ ０ が タ イ ヤ 最 大 巾 位 置 Ｍ 、 Ｍ 間 を 跨 る よ う に の び て い な い 場 合 に は 、 内 腔 面 ９
を 広 い 範 囲 で 凹 凸 化 さ せ る こ と が で き ず 、 上 述 の 効 果 が 十 分 に 期 待 で き な い 。 本 実 施 形 態
の 突 条 １ ０ は 、 そ の 両 端 部 １ ０ ｅ が 前 記 タ イ ヤ 最 大 巾 位 置 Ｍ を タ イ ヤ 半 径 方 向 内 方 に 超 え
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た 位 置 に 設 け ら れ 、 好 ま し く は 、 該 端 部 １ ０ ｅ に 向 か っ て 断 面 積 を 徐 々 に 減 じ る も の が 望
ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 突 条 １ ０ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 突 出 高 さ ｈ が １ ． ５ mmよ り も 大 か つ ６ ． ０ mmよ り
も 小 、 突 出 幅 ｗ が １ ． ０ mmよ り も 大 か つ ３ ． ０ mmよ り も 小 、 し か も 突 条 １ ０ の タ イ ヤ 周 方
向 の 隔 設 ピ ッ チ Ｐ が ３ ． ０ mmよ り も 大 か つ １ ０ ． ０ mmよ り も 小 で あ る こ と を 特 徴 事 項 の 一
つ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 突 出 高 さ ｈ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 内 腔 面 ９ の 最 も タ イ ヤ 半 径 方 向 外 側 の 底 面
９ ｏ か ら 突 条 １ ０ の 最 も 突 出 し た 頂 部 １ ０ ｔ ま で の タ イ ヤ 半 径 方 向 の 距 離 で あ る 。 ま た 、
前 記 隔 設 ピ ッ チ Ｐ は 、 隣 り 合 う 突 条 １ ０ 、 １ ０ の 前 記 頂 部 １ ０ ｔ 、 １ ０ ｔ 間 の タ イ ヤ 周 方
向 の 最 短 距 離 で あ る 。 突 出 幅 ｗ は 、 突 条 の タ イ ヤ 周 方 向 の 長 さ で あ る 。 な お 図 ３ に 示 さ れ
る よ う に 、 突 条 １ ０ の 根 元 部 １ １ ｂ が 円 弧 等 を 介 し て 底 面 ９ ｏ に 接 続 さ れ て い る 場 合 、 該
円 弧 が な い 場 合 の 前 記 底 部 と の 仮 想 の 交 点 を 設 定 し そ れ ら の 間 の タ イ ヤ 周 方 向 の 長 さ と す
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 突 条 １ ０ の 突 出 高 さ ｈ が 、 １ ． ５ mm以 下 の 場 合 、 突 出 幅 ｗ が １ ． ０ 以 下 の 場 合 又 は 前 記
隔 設 ピ ッ チ Ｐ が １ ０ ． ０ mm以 上 の 場 合 、 い ず れ も 空 気 入 り タ イ ヤ １ の 内 腔 面 ９ の 凹 凸 化 が
不 十 分 と な り 、 ひ い て は タ イ ヤ 内 腔 ｉ の 空 洞 共 鳴 を 十 分 に 抑 制 で き な い 。 逆 に 前 記 突 条 １
０ の 突 出 高 さ ｈ が ６ ． ０ mm以 上 の 場 合 、 突 出 幅 ｗ が ３ ． ０ mm以 上 の 場 合 又 は 前 記 隔 設 ピ ッ
チ Ｐ が ３ ． ０ mm以 下 の 場 合 、 突 条 １ ０ の 大 型 化 な い し 配 設 個 数 の 増 加 に よ っ て 生 産 性 の 悪
化 、 コ ス ト の 上 昇 及 び タ イ ヤ 重 量 の 著 し い 増 加 等 を 招 く お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の よ う な 観 点 よ り 、 突 条 １ ０ の 突 出 高 さ ｈ は 、 好 ま し く は ２ ． ０ mm以 上 、 よ り 好 ま
し く は ３ ． ０ mm以 上 が 望 ま し く 、 ま た 好 ま し く は ５ ． ０ mm以 下 、 よ り 好 ま し く は ４ ． ５ mm
以 下 が 望 ま し い 。 ま た 突 条 １ ０ の 突 出 幅 ｗ は 、 好 ま し く は １ ． ５ mm以 上 が 望 ま し く 、 ま た
好 ま し く は ２ ． ５ mm以 下 が 望 ま し い 。 さ ら に 、 突 条 １ ０ の 隔 設 ピ ッ チ Ｐ は 、 好 ま し く は ４
． ０ mm以 上 、 よ り 好 ま し く は ５ ． ０ mm以 上 が 望 ま し く 、 ま た 好 ま し く は ８ ． ０ mm以 下 、 よ
り 好 ま し く は ７ ． ０ mm以 下 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 突 条 １ ０ の 突 出 幅 ｗ は 、 前 記 隔 設 ピ ッ チ Ｐ 等 に 制 約 を 受 け る の で 、 突 出 幅 ｗ は 、 大
き く と も 前 記 隔 設 ピ ッ チ Ｐ の ５ ０ ％ 以 下 で あ る が 、 よ り 好 ま し く は ４ ０ ％ 以 下 、 さ ら に 好
ま し く は ３ ０ ％ 以 下 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う な 突 条 １ ０ は 、 種 々 の 方 法 に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。 図 ４ （ Ａ ） に は 、
そ の 一 例 と し て 、 空 気 入 り タ イ ヤ の 加 硫 金 型 Ｍ の 断 面 図 、 同 図 （ Ｂ ） は そ の Ｂ － Ｂ 部 分 断
面 図 を 示 す 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 空 気 入 り タ イ ヤ １ を 加 硫 金
型 Ｍ で 加 硫 成 形 す る 際 に 用 い ら れ る ブ ラ ダ ー １ ３ に よ っ て 突 条 １ ０ が 形 成 さ れ る 。 該 ブ ラ
ダ ー は 、 弾 性 体 か ら 形 成 さ れ 、 内 部 に 高 圧 の 熱 媒 体 が 充 填 さ れ る こ と に よ り 、 加 硫 成 形 時
に お い て 、 タ イ ヤ １ の 内 腔 面 ９ に 強 く 密 着 し 、 空 気 入 り タ イ ヤ １ の 外 面 を 加 硫 金 型 Ｍ へ と
強 く 押 し 当 て る 役 割 を 果 た す 。 従 っ て 、 該 ブ ラ ダ ー １ ３ の 外 面 に 、 前 記 突 条 １ ０ が 反 転 し
た 放 射 状 に の び る 凹 溝 １ ３ ａ を 予 め 設 け て お く こ と に よ り 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に
、 加 硫 成 形 と 同 時 に 空 気 入 り タ イ ヤ １ の 内 腔 面 ９ に 前 記 複 数 本 の 突 条 １ ０ を 容 易 に 形 成 で
き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 空 気 入 り タ イ ヤ １ は 、 こ れ ま で の 製 造 方 法 と 何 ら 変 わ る こ と な く
内 腔 面 ９ に 突 条 １ ０ が 形 成 さ れ た 空 気 入 り タ イ ヤ １ を 製 造 で き る の で 、 生 産 性 の 低 下 が 防
止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 突 条 １ ０ の 断 面 形 状 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 好 ま し く は 頂 部 １ ０ ｔ に 向 か っ て 突 出
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幅 ｗ が 漸 減 す る 先 細 状 が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、 空 気 入 り タ イ ヤ １ を 金 型 Ｍ か ら 取 り 外 す
際 に 、 突 条 １ ０ と ブ ラ ダ ー １ ３ の 凹 溝 １ ３ ａ と の 離 型 性 を 高 め 、 生 産 性 の 悪 化 を 防 止 で き
る 。 と り わ け 、 突 条 １ ０ は 、 そ の 頂 部 １ ０ ｔ 及 び 根 元 部 １ ０ ｂ が 円 弧 に て 滑 ら か に 面 取 さ
れ た 断 面 形 状 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 突 条 １ ０ は 、 そ の 突 出 幅 ｗ よ り も 突 出 高 さ ｈ が 大 き こ と 、 即 ち 、 突 出 高 さ ｈ と 突 出 幅 ｗ
と の 比 （ ｈ ／ ｗ ） が １ ． ０ よ り も 大 で あ る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ っ て 、 空 気 入 り タ イ
ヤ １ の 内 腔 面 ９ を 、 よ り 一 層 凹 凸 化 し 、 ロ ー ド ノ イ ズ を 低 減 さ せ る の に 役 立 つ 。 特 に 好 ま
し く は 、 突 条 １ ０ の 突 出 幅 ｗ と 突 出 高 さ ｈ と の 比 （ ｈ ／ ｗ ） は 、 １ ． ５ ～ ４ ． ０ 、 よ り 好
ま し く は １ ． ５ ～ ２ ． ５ が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 前 記 突 条 １ ０ の 隔 設 ピ ッ チ Ｐ は 、 タ イ ヤ 周 方 向 で 実 質 的 に 一 定 で あ る
が 、 例 え ば 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 突 条 １ ０ の 隔 設 ピ ッ チ は 、 タ イ ヤ 周 方 向 で 変 化 し て も
良 い 。 例 え ば 、 異 な る 隔 設 ピ ッ チ を Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ … Ｐ ｉ （ ｉ は 整 数 で あ っ て ピ ッ チ の
種 類 数 で あ る 。 ） を 含 む こ と が で き る 。 ま た 、 異 な る 隔 設 ピ ッ チ は 、 規 則 性 の な い ラ ン ダ
ム に 配 列 さ れ る こ と が 特 に 好 ま し い 。 こ の よ う な 実 施 形 態 で は 、 タ イ ヤ 内 腔 ｉ の 空 気 の 振
動 を よ り 効 果 的 に 乱 す こ と が で き 、 ひ い て は 空 洞 共 鳴 の 原 因 で あ る 定 常 波 の 発 生 が 効 果 的
に 抑 制 さ れ る 。 な お 、 前 記 隔 設 ピ ッ チ Ｐ は 、 必 ず し も ラ ン ダ ム に 変 化 す る 必 要 は な く 、 例
え ば 大 き い 隔 設 ピ ッ チ Ｐ ａ と 、 小 さ い 隔 設 ピ ッ チ Ｐ ｂ と が 交 互 に 並 ぶ も の で も 良 い の は 言
う ま で も な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 突 状 １ ０ は 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の 突 条 １ ０ Ａ と 、 こ の 第 １ の 突 条 １ ０
Ａ と は 突 出 高 さ ｈ 又 は 突 出 幅 ｗ の 少 な く と も 一 つ が 異 な る 第 ２ の 突 条 １ ０ Ｂ と を 少 な く と
も 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 ２ の 突 条 １ ０ Ｂ は 、 第 １ の 突 条 １ ０ Ａ に 比 べ て 、 突 出 高 さ ｈ 及
び 突 出 幅 ｗ が い ず れ も 小 さ く 設 定 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 第 １ の 突 条 １ ０ Ａ と 、 第 ２ の 突 条
１ ０ Ｂ と は タ イ ヤ 周 方 向 に 交 互 に 配 さ れ て い る 。 こ の よ う な 実 施 形 態 で は 、 空 気 入 り タ イ
ヤ １ の 内 腔 面 ９ を よ り 複 雑 に 凹 凸 化 で き 、 ひ い て は タ イ ヤ 内 腔 ｉ の 空 洞 共 鳴 を 効 果 的 に 抑
制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で 、 第 １ の 突 条 １ ０ Ａ と 第 ２ の 突 条 １ ０ Ｂ と の 形 状 の 差 が 小 さ す ぎ る と 、 断 面 寸 法
が 異 な る 複 数 種 類 の 突 条 １ ０ を 含 ま せ た 効 果 が 十 分 に 発 揮 さ れ な い 傾 向 が あ る 。 逆 に 前 記
断 面 寸 法 の 差 が 大 き す ぎ る と 、 タ イ ヤ 周 方 向 で の 重 量 ア ン バ ラ ン ス が 発 生 し 、 タ イ ヤ の ユ
ニ フ ォ ミ テ ィ を 悪 化 さ せ る お そ れ が あ る 。 こ の よ う な 観 点 よ り 、 突 出 高 さ ｈ 又 は 突 出 幅 ｗ
の 変 化 率 （ 例 え ば 突 出 高 さ の 例 と し て 、 変 化 率 は 、 第 １ の 突 条 １ ０ Ａ の 突 出 高 さ を ｈ ａ 、
第 ２ の 突 条 １ ０ Ｂ の 突 出 高 さ を ｈ ｂ と し た 場 合 、 ｛ （ ｈ ａ － ｈ ｂ ） ／ ｈ ｂ ｝ の 百 分 率 で あ
る 。 ） は 、 １ ０ ％ 以 上 、 よ り 好 ま し く は １ ５ ％ 以 上 が 望 ま し く 、 ま た ５ ０ ％ 以 下 、 よ り 好
ま し く は ４ ０ ％ 以 下 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 図 ６ で は 、 第 １ の 突 条 １ ０ Ａ と 第 ２ の 突 条 １ ０ Ｂ と は 、 実 質 的 に 一 定 の 隔 設 ピ ッ
チ Ｐ で 設 け ら れ て い る が 、 勿 論 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 変 化 さ せ て も 良 い の は 言 う ま で も
な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 突 条 １ ０ は 、 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 前 記 突 出 高 さ ｈ が 増 減 を 繰 り 返 し
な が ら 前 記 放 射 状 に の び る 第 ３ の 突 条 １ ０ Ｃ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ７ に 示 さ れ る 第 ３ の 突 条 １ ０ Ｃ は 、 突 出 高 さ ｈ １ と こ れ よ り も 小 さ い 突 出 高 さ ｈ ２ と
が 交 互 に 繰 り 返 さ れ る よ う 形 成 さ れ る 。 ま た 、 タ イ ヤ 回 転 軸 を 含 む タ イ ヤ の 子 午 線 断 面 に
お い て 、 第 ３ の 突 条 １ ０ Ｃ の 頂 部 １ ０ ｔ は 、 ほ ぼ 正 弦 波 状 の 曲 線 を 描 き な が ら 前 記 放 射 状
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に の び て い る 。 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 そ の 周 期 Ｔ は 、 好 ま し く は 突 出 高 さ ｈ １ の ２ ． ０
～ ４ ． ０ 倍 程 度 が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、 タ イ ヤ １ の 内 腔 面 ９ を よ り 複 雑 に 凹 凸 化 し 、 ロ
ー ド ノ イ ズ が 効 果 的 に 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ８ に 示 さ れ る 第 ３ の 突 条 １ ０ Ｃ は 、 少 な く と も タ イ ヤ 赤 道 Ｃ の 両 側 か つ ト レ ッ ド 部 ２
の 内 方 に 、 大 き な 突 出 高 さ ｈ １ を 持 っ た ２ つ の 山 部 １ ５ 、 １ ５ を 含 む 。 タ イ ヤ 内 腔 ｉ で の
空 洞 共 鳴 は 、 ト レ ッ ド 部 ２ か ら 入 力 さ れ た 振 動 が タ イ ヤ 内 腔 ｉ 内 の 空 気 を 振 動 さ せ る も の
で あ る た め 、 タ イ ヤ 赤 道 Ｃ の 両 側 か つ ト レ ッ ド 部 ２ の 内 方 に 、 こ の よ う な 突 出 高 さ の 大 き
い 山 部 １ ５ を 設 け る こ と に よ っ て も 、 空 洞 共 鳴 を 効 果 的 に 低 減 さ せ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 種 々 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る
こ と な く 種 々 の 態 様 で 実 施 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 サ イ ズ ２ １ ５ ／ ７ ０ Ｒ １ ６ の 乗 用 車 用 ラ ジ ア ル タ イ ヤ が 表 １ の 仕 様 に 基 づ き 試 作 さ れ 、
そ れ ら の ロ ー ド ノ イ ズ が 測 定 さ れ た 。 実 施 例 の タ イ ヤ に お い て 、 内 腔 面 の 突 条 は 、 空 気 入
り タ イ ヤ の 加 硫 成 型 時 に ブ ラ ダ ー の 凹 溝 に よ っ て 成 形 し た 。 ま た 表 １ に お い て 、 タ イ ヤ 最
大 幅 位 置 か ら 突 条 の 端 部 ま で の 距 離 Ｙ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 タ イ ヤ 半 径 方 向 で 測 定
さ れ タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 Ｍ か ら タ イ ヤ 半 径 方 向 内 方 に 向 か う 方 向 を 正 と す る 。 ま た 、 ロ ー ド
ノ イ ズ は 、 各 テ ス ト タ イ ヤ を 装 着 し た 車 両 で ロ ー ド ノ イ ズ 計 測 路 （ ア ス フ ァ ル ト 粗 面 路 ）
を 走 行 し 、 運 転 席 窓 側 耳 位 置 で 測 定 さ れ た 車 内 音 の オ ー バ オ ー ル の 音 圧 レ ベ ル が 測 定 さ れ
た 。 車 両 等 の 条 件 は 下 記 の 通 り で あ る 。 そ し て 、 結 果 は 、 比 較 例 の 値 を 基 準 と す る 増 減 値
で 示 し た 。 マ イ ナ ス 表 示 が 良 好 で あ る 。
　 車 両 ： 排 気 量 １ ８ ０ ０ ccの 国 産 ４ Ｗ Ｄ 車
　 車 両 走 行 速 度 ： ６ ０ km／ ｈ
　 リ ム ： １ ６ × ７ Ｊ Ｊ の ア ル ミ ホ イ ー ル リ ム
　 内 圧 ： ２ ０ ０ ｋ Ｐ ａ
　 テ ス ト 結 果 等 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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【 表 １ 】
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【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 テ ス ト の 結 果 、 実 施 例 の 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 有 意 に ロ ー ド ノ イ ズ を 低 減 し て い る こ と が
確 認 で き た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 正 規 状 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 腔 面 側 か ら 見 た 空 気 入 り タ イ ヤ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 そ の Ａ － Ａ 部 分 断 面 図 で あ る
【 図 ４ 】 （ Ａ ） は 空 気 入 り タ イ ヤ の 加 硫 方 法 を 説 明 す る 断 面 図 、 （ Ｂ ） は そ の Ｂ － Ｂ 部 分
断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 と し て 、 図 ２ の Ａ － Ａ 位 置 に 相 当 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 と し て 、 図 ２ の Ａ － Ａ 位 置 に 相 当 す る 断 面 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 空 気 入 り タ イ ヤ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 空 気 入 り タ イ ヤ の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
１ 　 空 気 入 り タ イ ヤ
２ 　 ト レ ッ ド 部
３ 　 サ イ ド ウ ォ ー ル 部
４ 　 ビ ー ド 部
５ 　 ビ ー ド コ ア
６ 　 カ ー カ ス
７ 　 ベ ル ト 層
９ 　 内 腔 面
１ ０ 　 突 条
１ ０ Ａ 　 第 １ の 突 条
１ ０ Ｂ 　 第 ２ の 突 条
１ ０ Ｃ 　 第 ３ の 突 条
ｈ 　 突 条 の 突 出 高 さ
ｗ 　 突 条 の 突 出 幅
Ｐ 　 突 条 の タ イ ヤ 周 方 向 の 隔 設 ピ ッ チ
Ｍ 　 タ イ ヤ 最 大 幅 位 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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